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新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
本
土
地
改
良
区
の
運

営
に
際
し
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
措
置
に

よ
り
様
々
な
行
動
制
限
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
に
き
て
少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、

マ
ス
ク
着
用
措
置
が
解
消
さ
れ
る
等
、
少
し
ず
つ
平
常
な

生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
安
心
で
き
る
状
況
で
は
な
い
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
関
連
情

報
を
注
視
し
つ
つ
健
康
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
役
職
員

一
同
、
業
務
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
は
じ
め
に
、
国
営
印
旛
沼
二
期
事
業
の
施
行
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
22
年
に
着
手
さ
れ
て
か
ら
足
掛

け
13
年
が
経
過
し
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
90
％
の
進
捗
率

と
な
る
な
ど
最
終
段
階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
白
山
甚
兵
衛
機
場
を
は
じ
め
主
要
６
機
場
の

内
４
機
場
が
供
用
開
始
と
な
っ
て
お
り
、
残
す
と
こ
ろ
埜

原
機
場
、
一
本
松
機
場
の
完
成
を
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
機
場
に
つ
い
て
も
、
い
ち
早
く
供
用
開
始
さ
れ
、

関
係
受
益
地
に
安
定
し
た
用
水
供
給
が
出
来
ま
す
よ
う
国

営
印
旛
沼
二
期
事
業
所
に
は
あ
ら
た
め
て
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
こ
の
事
業
完
了
に
向
け
ま
し
て
は
、
軟

弱
地
盤
対
策
や
外
来
植
物
等
除
塵
対
策
、
他
関
係
対
策
工

事
等
に
よ
り
総
事
業
費
が
増
嵩
し
た
こ
と
に
伴
う
事
業
計

画
変
更
手
続
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
に
は
組
合
員
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
予
定
す
る
地
元
説
明
会
で
概
要
説
明
を
行

い
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
同
意

徴
収
手
続
き
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
支
区
維
持
管
理
事
業
に
お
い
て
最
大
の
懸
案
事

項
と
な
り
ま
す
電
気
料
金
の
高
騰
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
管
理
施
設
の
電
気
料
金
が

例
年
の
1.7
倍
に
な
る
等
、
支
区
運
営
に
と
っ
て
は
非
常
に

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
な
か
で
も
一
部
の
支
区
に
お

き
ま
し
て
は
、
電
気
料
金
が
維
持
管
理
賦
課
金
を
上
回
る

危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
本
区
と
し
ま
し
て
は
、
県

に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
「
農
業
水
利
施
設
物
価
高
騰
対
策

支
援
事
業
」
の
補
助
事
業
及
び
市
町
補
助
事
業
の
活
用
と

併
せ
、
緊
急
的
に
本
区
積
立
金
を
支
区
会
計
に
充
当
す
る

財
政
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
電
気
料
金
の
高
騰
が
い
つ
ま

で
続
く
の
か
ま
っ
た
く
の
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
区
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
令
和
５
年
度
以
降

に
お
い
て
も
、
先
に
述
べ
た
補
助
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、

継
続
可
能
で
計
画
的
な
財
政
支
援
策
を
検
討
し
、
農
家
組

合
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
み
、
安

定
し
た
維
持
管
理
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

こ
こ
で
組
合
員
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

今
現
在
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
は
代
掻
き
、

田
植
え
等
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
支
区
、
管
理
区
役
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る

組
合
員
の
皆
様
は
、
常
日
頃
よ
り
機
場
の
運
転
管
理
や
用

排
水
路
の
維
持
管
理
お
い
て
大
変
な
ご
苦
労
を
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
電
気
料
金
の
高
騰
と
い
う
問
題
に
直

面
し
た
現
在
、
今
一
度
、
機
場
の
運
転
管
理
や
施
設
使
用

の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
用
水
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
区
や
管
理
区

に
お
い
て
、
慣
習
や
約
束
事
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
先
入
観
や
固
定
概
念
、
既
成
概
念
を
手
放
す

考
え
方
を
し
て
、
支
区
役
員
、
組
合
員
と
と
も
に
、
少
し

で
も
節
水
、
節
電
に
繋
が
る
よ
う
な
工
夫
、
取
り
組
み
、

対
策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
利
用
は
、
自
然
相
手
で
天
候
に
左
右
さ
れ
る
な
ど
難

し
い
面
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
他
、
近
年
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
線
状
降
水
帯

等
の
集
中
豪
雨
に
備
え
た
組
織
体
制
の
再
確
認
と
安
全
で

適
切
な
施
設
管
理
、
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
耕

作
放
棄
地
問
題
や
後
継
者
問
題
を
打
開
す
る
た
め
の
農
地

中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
を
始
め
と
す
る
農
地

整
備
事
業
の
推
進
、
外
来
植
物
や
不
法
投
棄
等
の
環
境
問

題
の
取
り
組
み
等
、
改
良
区
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
対
応
す
べ
き
業
務
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
対
策
や
事
業
推
進
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
益
々
難
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
皆
様
の
期
待
に
応
え
、
農
業
地
域
を
守
る
代
表
的
組

織
で
あ
る
改
良
区
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
、
ご
指
導
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
と
併
せ
、
今
年
も
万
事
順
調
に
実
り
の
秋
を
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

 

印
旛
沼
土
地
改
良
区

理
事
長  

長
谷
川
　
邦
彦

理 

事 

長 

あ 

い 

さ 

つ

  

印
旛
新
川
と
阿
宗
橋
の
ほ
と
り

  

田
園
地
帯
を
眺
め
て
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令
和
５
年
3
月
29
日
、
通
常
総
代
会
が
本
区
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
現
員
数
61
名
よ
り
58
名
（
内
、
書
面
議
決
書
提
出
７
名 
）
の
出
席
を
得
て
、
午
前
９
時
に
開
会
し
ま
し

た
。

　
来
賓
に
、
国
営
二
期
事
業
所
長
、
印
旛
農
業
事
務
所
長
、
水
資
源
機
構
千
葉
用
水
総
合
管
理
所
長
が
臨
席
さ

れ
、
事
業
の
進
捗
状
況
ほ
か
含
め
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
　

　
議
長
に
は
印
西
市
選
出
の
富
井
康
夫
総
代
が
選
出
さ
れ
、
監
査
細
則
及
び
賦
課
徴
収

細
則
の
一
部
改
正
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
案
等
全
11
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
全
案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

千
葉
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
改
良
功
労
者
表
彰

土
地
改
良
功
労
者
表
彰

＜

通
常
総
代
会
提
出
議
案＞

第
１
号
　
監
査
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
２
号
　
賦
課
徴
収
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

第
３
号
　
令
和
４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
４
号
　
令
和
５
年
度 

賦
課
金
の
賦
課
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
に
つ
い
て

第
５
号
　
令
和
５
年
度 

総
代
・
役
員
・
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
つ
い
て

第
６
号
　
令
和
５
年
度 

一
般
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
７
号
　
令
和
５
年
度 

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

第
８
号
　
組
合
費
及
び
負
担
金
、
分
担
金
、
加
入
金
等
の
随
時
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

第
９
号
　
金
銭
の
運
用
方
法
及
び
預
け
入
れ
金
融
機
関
に
つ
い
て

第
10
号
　
一
時
借
入
に
つ
い
て

第
11
号
　
事
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

理事長
長谷川邦彦

副理事長
竹内　誠

令
和
５
年
３
月

令
和
５
年
３
月  

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

支
区
電
気
料
高
騰
対
策
に

支
区
電
気
料
高
騰
対
策
に

財
政
調
整
積
立
資
産
を
繰
入
措
置

財
政
調
整
積
立
資
産
を
繰
入
措
置

新
年
度
予
算
案
ほ
か
全
議
案
可
決
決
定

新
年
度
予
算
案
ほ
か
全
議
案
可
決
決
定

　
千
葉
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
第
66
回
通
常
総
会
（
令
和

５
年
３
月
20
日
開
催
）
に
お
い
て
、
竹
内
誠
副
理
事
長
が
【
令
和

４
年
度
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
】
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

＊功績
　昭和60年から現在に至り、印旛沼土地改良区の総代、監事、理事、
副理事長に就任され、永きに亘り土地改良事業の推進と発展に貢献
される。



↓↓節電の呼びかけとして、各機場に貼付けを行います。↓↓
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令和４年度における実績は、燃料調整費単価の高騰に伴い実績値約135百万円（令和3年度実績と比較し約1.6

倍）となり、これまでの最高額となりましたが、各行政機関より補助をいただき、各支区の負担を軽減すること

ができました。

令和５年度当初予算では、電力会社の電気料金見直しにより更に高騰すると予測し、約188百万円を計上してい

ます。

これは、維持管理賦課金の実に約75％を電気料金が占めることとなり、ほとんどの支区で支区運営自体が危機的

な状況になっていると言わざるを得ません。

今後の支区運営について検討して頂くことは必然でありますが、令和５年度のかんがい用水においては、これ

まで以上に各支区で節水を行って頂き、揚水機場の稼働をより少なくし節電を徹底していただくようお願い申し

電電気気料料金金高高騰騰にによよるる節節水水・・節節電電ののおお願願いい

約87百万円

約135百万円
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な状況になっていると言わざるを得ません。

今後の支区運営について検討して頂くことは必然でありますが、令和５年度のかんがい用水においては、これ
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約87百万円

約135百万円

(3) 第 75 号 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  令和５年５月１日発行

　令和４年度における実績は、燃料調整費単価の高騰に伴い実績値約135百万円（令和３

年度実績と比較し約1.6倍）となり、これまでの最高額となりましたが、各行政機関より

補助をいただき、各支区の負担を軽減することができました。

　令和５年度当初予算では、電力会社の電気料金見直しにより更に高騰すると予測し、約

188百万円を計上しています。

　これは、維持管理賦課金の実に約75％を電気料金が占めることとなり、ほとんどの支区

で支区運営自体が危機的な状況になっていると言わざるを得ません。

　今後の支区運営について検討して頂くことは必然でありますが、令和５年度のかんがい

用水においては、これまで以上に各支区で節水を行って頂き、揚水機場の稼働をより少な

くし節電を徹底していただくようお願い申し上げます。

電気料金高騰による節水・節電のお願い電気料金高騰による節水・節電のお願い

節節
電電
の
呼
び
か
け
と
し
て
、

各
機
場
に
貼
付
け
を
行
い
ま
す
。



令和５年５月１日発行 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  第 75 号 （4)

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
田

中
所
長
の
後
任
と
し
て
ま
い
り
ま

し
た
渡
邊
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
地

を
含
め
た
関
東
農
政
局
管
内
で
の

勤
務
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
私
の
立
場
で
は
、
本
事
業
の

受
益
地
で
あ
る
印
西
市
に
居
を
構

え
る
「
住
民
」
で
あ
り
ま
す
。
都

市
の
利
便
さ
と
豊
か
な
田
園
環
境

に
恵
ま
れ
た
当
地
域
の
魅
力
に
惹

か
れ
て
移
り
住
ん
で
、
は
や
15
年

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
図
ら
ず

も
、
強
い
愛
着
を
持
つ
「
我
が
地

元
」
の
事
業
に
直
接
携
わ
っ
て
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
私
ど
も

印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業
所
の

運
営
と
事
業
推
進
に
当
た
り
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
用
排
水
施
設
の

維
持
管
理
に
加
え
て
、
地
域
の
農

業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
て
、
水

田
の
ほ
場
整
備
の
推
進
や
21
世
紀

土
地
改
良
区
創
造
運
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
対
し
ま
し
て
も
、
改
め
て
敬

意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
当

事
業
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
報
告

こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
で

印
旛
農
業
事
務
所
長
に
就
任
し
ま

し
た
本
宮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
事
務
所
に
は
、
平
成
29
年
度

以
来
、
６
年
ぶ
り
の
勤
務
と
な
り

ま
す
。

そ
の
頃
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
事

業
が
推
進
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
ま
た
、
新
た
な
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

印
旛
沼
土
地
改
良
区
組
合
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
印
旛
沼

地
域
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
を
は
じ
め
、
本
県
の
農
業
振
興

へ
の
ご
理
解
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
様
々
な
活

動
自
粛
等
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

印
旛
沼
土
地
改
良
区
管
内
は
、

成
田
市
、
佐
倉
市
等
10
市
２
町
に

跨
る
約
６
，
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
地
帯
が
広
が
り
、
本
県
を

代
表
す
る
稲
作
地
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
内
の

農
業
を
支
え
る
国
営
事
業
で
整
備

さ
れ
た
用
排
水
施
設
が
造
成
か
ら

50
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ

り
施
設
機
能
が
低
下
し
、
そ
の
維

持
管
理
に
多
く
の
労
力
と
経
費
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度

か
ら
「
国
営
印
旛
沼
二
期
農
業
水

利
事
業
」
が
着
手
さ
れ
、
関
東
農

政
局
印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業

所
に
よ
り
施
設
の
更
新
事
業
が
鋭

意
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
機

場
は
、
県
が
管
理
を
受
託
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず

関
東
農
政
局

印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業
所

所
　
長
　
渡  

邊
　
史  

郎 

千
葉
県
印
旛
農
業
事
務
所

所
　
長
　
本  

宮
　
　  

誠

れ
も
地
域
の
用
排
水
を
担
う
重
要

な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
皆
様
が
安
心
し
て
営
農
が
で
き

る
よ
う
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

な
お
、
国
営
事
業
で
整
備
さ
れ

た
用
排
水
の
末
端
施
設
に
つ
い

て
、
現
在
は
埜
原
地
区
（
印
西

市
）
と
印
旛
沼
Ⅲ
期
地
区
（
成
田

市
・
栄
町
）
及
び
弥
富
地
区
（
佐

倉
市
）
の
３
地
区
で
県
営
事
業
が

実
施
中
で
す
。
令
和
５
年
度
は
酒

直
南
部
地
区
（
成
田
市
・
栄
町
）

で
、
ほ
場
整
備
の
事
業
採
択
に
向

け
、
法
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
伴
う
流
通
の
停
滞
や
世

界
情
勢
の
急
激
な
変
動
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
肥
料
、
飼
料
な
ど
の

様
々
な
物
価
高
騰
が
農
業
経
営
に

重
い
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
県
と

し
ま
し
て
も
、
負
担
軽
減
の
た
め

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

昨
年
度
は
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
原
資
と
し
て
、

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
、
化
学

肥
料
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

２
つ
以
上
実
施
す
る
農
業
者
を
対

象
に
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
」

を
、
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
電
力

料
金
が
値
上
が
り
し
、
農
業
経
営

を
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
土
地

改
良
区
等
に
お
け
る
農
業
水
利
施

設
の
電
気
料
金
高
騰
に
対
す
る
支

援
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
農
業
の
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
昨
今
の
米
価
の
低
迷

等
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
当
地
域

で
の
営
農
継
続
や
土
地
改
良
区
の

安
定
し
た
運
営
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

農
林
水
産
省
は
、
地
域
の
農
地
利

用
の
将
来
像
を
描
く
「
地
域
計
画

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
す

る
よ
う
促
し
て
お
り
、
令
和
４
年

５
月
に
法
定
化
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
が
協

議
の
場
を
設
置
し
、
地
域
の
農
家

や
農
業
委
員
会
、
農
地
中
間
管
理

機
構
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
な
ど

が
参
画
し
て
、
農
地
一
筆
毎
の
受

け
手
を
特
定
す
る
「
目
標
地
図
」

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

当
事
務
所
で
は
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
地
域
の
農
業
生
産
が
維

持
発
展
す
る
よ
う
担
い
手
へ
の
利

用
集
積
及
び
飼
料
用
米
や
高
収
益

作
物
の
導
入
等
を
推
進
し
て
お

り
、
既
に
印
旛
沼
土
地
改
良
区
の

中
で
関
心
を
示
さ
れ
た
支
区
で

は
、
地
域
計
画
の
作
成
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
図
面
の
作
成

等
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
は
、

「
地
域
計
画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）」

の
作
成
等
に
よ
る
地
域
の
将
来
を

見
据
え
た
営
農
体
制
の
強
化
も
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
印
旛
沼

土
地
改
良
区
の
益
々
の
御
発
展
と

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
事
業

は
、
印
旛
沼
周
辺
地
域
の
農
業
用

水
の
安
定
供
給
や
排
水
不
良
の
改

善
を
目
的
と
し
て
、
老
朽
化
し
た

用
排
水
機
場
や
水
路
等
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
水
田
か
ら
低
地

排
水
路
に
戻
っ
て
く
る
水
を
有
効

活
用
し
た
「
循
環
か
ん
が
い
」
の

強
化
や
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

に
よ
り
、
印
旛
沼
の
水
質
保
全
に

も
寄
与
す
る
事
業
と
し
て
平
成
22

年
に
着
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
６
つ
の
機
場
の
う
ち
４
つ
の
供

用
を
開
始
し
て
、
白
山
甚
兵
衛
、

宗
吾
北
、
宗
吾
西
、
吉
高
各
地
区

に
配
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
残
る

埜
原
地
区
、
一
本
松
地
区
に
つ
い

て
も
工
事
の
進
捗
を
は
か
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
他
方
で
、
想
定
を
上
回
る
軟
弱

地
盤
の
工
事
に
追
加
的
な
対
策
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
や
、
特
定
外

来
生
物
で
あ
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
対
策
と
し
て
除
塵
機
設
置

を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

事
業
費
が
増
額
し
た
た
め
、
現

在
、
事
業
計
画
の
見
直
し
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
令
和
６
年
に
は
変
更
計
画
の

同
意
徴
集
手
続
き
を
お
願
い
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
に
は
必
要
性
を
ご
理
解
の

上
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
世
界
的
な
人
口
の
増
加
に
加
え

て
、
今
般
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
り
、
我
が
国

の
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
農
林
水

産
省
に
お
い
て
は
、
農
政
の
根
幹

の
法
律
で
あ
る
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本

年
６
月
に
は
、
食
料
安
全
保
障
を

一
つ
の
柱
と
し
た
新
た
な
農
政
の

方
向
性
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予

定
で
す
。
本
地
区
が
日
本
の
食
料

生
産
を
支
え
る
優
良
農
業
地
帯
と

し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が

れ
て
い
く
た
め
に
も
、
本
事
業
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
事

業
の
完
成
に
向
け
て
全
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
所

存
で
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
長
谷
川

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
印
旛
沼

土
地
改
良
区
の
皆
様
の
本
事
業
に

対
す
る
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
し
て
、
新
任
の
ご

挨
拶
と
事
業
実
施
状
況
の
ご
報
告

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



(5) 第 75 号 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  令和５年５月１日発行

陽
春
の
候
、
印
旛
沼
土
地
改
良

区
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
常

日
頃
よ
り
水
資
源
機
構
の
事
業
運

営
並
び
に
印
旛
沼
開
発
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
段
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
３
年
間
我
々
を
苦
し
め
続

け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
職
員
一

同
、
事
務
所
内
外
、
公
私
共
に
、

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
印
旛
沼

の
水
管
理
、
洪
水
管
理
を
滞
ら
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
も
含
め
、
関
係

者
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
等
を
深

め
る
機
会
が
減
少
し
て
し
ま
っ
て

い
た
３
年
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
今
年
の
５
月
８
日
に

は
感
染
症
法
上
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
と
同
じ
「
５
類
」
に
移

行
す
る
と
い
う
契
機
も
あ
り
ま
す

の
で
、
徐
々
に
で
も
以
前
の
よ
う

に
皆
様
と
の
交
流
の
機
会
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

印
旛
沼
開
発
事
業
は
昭
和
44
年

３
月
に
事
業
完
了
し
て
以
来
、
半

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

千
葉
用
水
総
合
管
理
所

所
　
長
　
小  

栗
　
幸  

樹 

世
紀
を
越
え
て
洪
水
被
害
の
解
消

と
と
も
に
、
農
業
用
水
、
水
道
用

水
並
び
に
工
業
用
水
の
水
瓶
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
印
旛
沼
開
発
施
設
は

昭
和
30
年
代
の
農
業
基
準
や
降
雨

状
況
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
近
年
の
多
雨
と
少
雨
の
極

端
化
、
年
々
激
甚
化
す
る
豪
雨
災

害
に
対
し
、
現
有
施
設
の
能
力
で

い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市

化
の
進
展
に
よ
り
、
降
雨
時
の
沼

へ
の
流
出
形
態
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
、
平
成
25
年
10
月
、

令
和
元
年
10
月
の
豪
雨
で
は
、

印
旛
沼
の
水
位
が
計
画
高
水
位

（Y
.P
.4
.2
5
m

）
付
近
ま
で
上
昇

し
、
沼
周
辺
地
域
で
の
浸
水
被
害

に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
現

在
は
、
降
雨
前
に
予
め
沼
水
位
を

低
下
さ
せ
る
「
予
備
排
水
」
を
ル

ー
ル
化
し
試
行
運
用
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
平
常
時
は
常

時
満
水
位Y

.P
.2
.3

～2
.5
m

で
管

理
し
て
い
る
沼
水
位
を
、
予
測
総

雨
量
が
１
０
０
ｍｍ
を
超
え
た
段
階

でY
.P
.2
.1
m

ま
で
低
下
、
１
５
０

ｍｍ
を
超
え
た
らY

.P
.2
.0
m

ま
で

低
下
さ
せ
、
降
雨
後
の
流
入
水
を

受
け
入
れ
る
空
き
容
量
を
確
保
す

る
も
の
で
す
。
令
和
２
年
度
は
３

回
、
令
和
３
年
度
は
７
回
、
令
和

４
年
度
は
２
回
の
予
備
排
水
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
概
ね
洪
水
に
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
予
測

総
雨
量
が
50
ｍｍ
を
下
回
っ
た
時
点

で
は
予
備
排
水
を
中
止
し
沼
水
位

の
回
復
に
努
め
、
空
振
り
に
よ
る

利
水
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
こ
と

も
念
頭
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。全

国
的
に
も
水
害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
河
川

管
理
者
に
よ
る
従
来
の
治
水
対
策

だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
こ
と
か

ら
、
河
川
流
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
協
働
し
、
流
域
全
体
で

水
害
を
軽
減
さ
せ
る
「
流
域
治

水
」
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
利
根
川
下
流
域
で
は
国
交

省
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
利
根
川

下
流
流
域
治
水
協
議
会
」
に
よ
っ

て
「
利
根
川
・
江
戸
川
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
公
表
さ
れ
て

お
り
、
印
旛
沼
で
は
ハ
ー
ド
面
で

の
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
等
と
と

も
に
、
ソ
フ
ト
面
で
の
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
、
災
害
が
発

生
し
や
す
い
地
域
の
立
地
適
正
化

計
画
の
検
討
な
ど
も
進
め
て
い
く

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
印
旛
沼
流
域
に
特
化
し

て
、
千
葉
県
が
事
務
局
の
「
印
旛

沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」
に

よ
る
取
り
組
み
も
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
健
全
化
会
議
は
、
印

旛
沼
の
水
質
を
改
善
し
、
流
域
の

自
然
環
境
を
再
生
し
て
い
く
た

め
、
平
成
13
年
に
印
旛
沼
の
関
係

者
で
あ
る
住
民
、
学
識
者
、
水
利

用
団
体
、
行
政
等
で
構
成
す
る
会

議
と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
す

が
、
現
在
は
『
流
域
治
水
部
会
』

を
設
け
、
河
道
整
備
等
の
み
で
な

く
、
谷
津
・
里
山
の
保
全
活
用
、

水
田
貯
留
、
市
街
地
で
の
雨
水
貯

留
浸
透
対
策
等
の
印
旛
沼
流
域
の

特
性
を
考
慮
し
た
様
々
な
流
域
治

水
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
機
構
と
し
て
も
、
ソ
フ
ト
対
策

と
し
て
の
予
備
排
水
の
試
行
運
用

や
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
駆

除
活
動
へ
の
協
力
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
は
排
水
機
場
の
能
力
向

上
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て

も
千
葉
県
等
と
協
働
し
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
職
員
一
丸
と
な
っ
て
印
旛
沼
の

水
利
用
と
内
水
排
除
、
環
境
・
水

質
保
全
等
に
万
全
を
期
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
印
旛
沼
土
地
改
良
区

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
の

皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度新

規
採
用
職
員
の
紹
介

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

総務課

深
みや ま

山　知
ちさと

里
水土里整備課

薄
うす ぎ

衣　春
はるな

奈
総務課

小
こ み や ま

宮山菜
な な

々

＊
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
３
名
の
新
卒
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　一日も早く仕事を覚え、組合員皆様の力となれるよう
一生懸命頑張りますので、よろしくお願いいたします。

【
先
輩
よ
り
一
言
】

・ 

若
さ
を
十
分
に
発
揮
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
積
極
的
か
つ
柔
軟
な
発

想
を
も
っ
て
職
務
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
将
来
を
担
う
と

い
う
自
覚
を
持
ち
改
良
区
の
発
展
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢

献
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。



令和５年５月１日発行 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  第 75 号 （6)

農地転用される方へ
・土地改良区内の農地を農地以外に転用をする場合には改良区への「届出」が必要です。また、「地区除外決
済金」が掛かります。

　「届出」とは、土地改良区域内の農地（田・畑）を農地以外のものに転用される場合に届出を必要とします。
・「地区除外決済金」とは、その農地に投資した土地改良資金の借入金の残額や、今後必要とされる維持管理

費等を納めて頂くものです。
　農地が転用によって減少すると、残った農地に対する負担の過重が大きくなることから、農家負担の公平を
図るため土地改良法第４２条２項の規定により決済金を納めて頂くことになっています。

・また、市街化区域内の農地の転用や、公共事業用地として買収された場合においても同じく届出及び決済が
必要になります。

　手続きしませんといつまでも、賦課され続けますのでご注意下さい！

こんな時は、 土地改良区への届けが必要です。

【お問い合わせ先 　印旛沼土地改良区　総務課　043-484-1155】

◎ 組合員の資格変更について

　● 組合員が亡くなられたり、住所や登録組合員名を変更する場合
　● 農地の売買、貸し借り、贈与、交換等で変更があった場合
　● 農業者年金を受ける等により経営移譲した場合

土地改良区へ 組合員資格得喪通知書 の提出が必要



(7) 第 75 号 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  令和５年５月１日発行

賦 課 金 納 入 の お 知らせ賦 課 金 納 入 の お 知らせ
   （単位：円／10ａ当）

賦　課　種　別 単　価 　支　　区　　名　 単　価 　支　　区　　名　 単　価

１． 経 常 費 賦 課 金 3,950 ⑥ 高 崎 川 支 区 4,600 ⑪ 酒 々 井 支 区 5,500

２． 維持管理費賦課金 （支区別単価） ⑦ 埜 原 支 区 3,500 ⑫ 布 鎌 支 区 3,500

① 八 千 代 支 区 4,200 ⑧ 印旛沼北部支区 3,100 ⑬ 鹿島川上流支区 6,500

② 佐 倉 西 部 支 区 5,000 ⑨ 佐 倉 北 部 支 区 4,000 ⑭ 印旛沼東部支区 3,800

③ 一本松用水支区 5,500 ⑩ 中 央 支 区 3,500

④ 平 戸 支 区 7,000 【備考】　・本表は甲地区単価を掲載 （乙地区は経常費1,316円） 

　　　　・畑は経常賦課金・維持管理賦課金とも１/３⑤ 神 崎 川 支 区 4,000

令和５年度 　経常費・維持管理費の賦課金単価

令和４年度より口座振替による賦課金の徴収がスタートしています！

◆�口座振替依頼書は印旛沼土地改良区HPよりダウンロード頂くか、総務課までお問い合わせください。随時、申込

案内を送付致します。

★口座振替を申込まれた方は、令和５年６月５日に指定口座より振替ますので、残高不足にならぬよう前日までにご準備願います。

口座振替を申し込まれている組合員さんの通知書は こちら

賦課金は納期までに納入下さい

◆３月２９日に開催された通常総代会におきまして、本年度の賦課金及び徴収期日が下表のとおり確定いたしました。

　賦課金は、皆さんの組織である土地改良区運営の根幹を成すもので、円滑な事業の実施に必要な財源であります。

 　別掲の賦課金納入状況のとおり、令和３年度賦課金（経常費・維持管理費）の収納率は、分区役員さんをはじめ組合員皆さ

まのご理解により９９％以上の徴収率となっております。

 　賦課金が納期内に納入されることにより、施設の維持管理ほか予算に基づく執行が可能となりますので、ご理解ご協力をい

ただき納入期限までの納入を宜しくお願いいたします。

令和５年度　賦課金の賦課期日及び納入期限、口座振替日

　 賦 課 種 別 　 　 賦 課 期 日 　 　 納 入 期 限 　 　口座振替日　 付　　　記

１．経 常 費 賦 課 金
令和5年4月28日 令和5年6月5日 令和5年6月5日 上記単価により地積割に賦課

２．維持管理費賦課金

３．農林漁業資金等償還金 令和5年10月2日 令和5年11月6日 令和5年11月6日 農業基盤整備促進事業　大竹地区、葉崎地区

４．その他、　特別賦課金 賦課徴収の必要が生じた場合は、総代会で定める。



令和３年度　会計別決算の状況

令和３年度　財 産 目 録

令和５年５月１日発行 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  第 75 号 （8)

令 和 ３ 年 度 　 一 般 会 計 と 維 持 管 理 事 業 特 別 会 計令 和 ３ 年 度 　 一 般 会 計 と 維 持 管 理 事 業 特 別 会 計

賦課金はこのように使われました
○令和3年度における一般会計と維持管理事業会計の決算額を合わせ記しました。
※ 土地改良区の会計は、一般会計で維持管理事業特別会計（印旛沼土地改良区では　特別会計を設け執

行）を展開することが一般的なため、このような記載をしております。また、一般会計内で利水・排水
管理費及び利用調整など受益地共通の維持管理事業を執行しているため、施設管理にどの程度の資金が
必要かを知るため収支とも性質により「事務費」「維持管理費」に分類し調製いたしました。

○総収入額� １,２２１,４２３,４５４円
事 務 性 質 費 308,9４5,08２円
維持管理性質費 91２,36２,36２円
会 計 通 過 金 116,010円
※上記に含まれる前年度繰越金の合計は

５６０,９７１,５００円

事 務 性 質 扱 31,733,708円

維 持 管 理 性 質 扱 5２9,２37,79２円

グラフ上の収入額

総収入額から、前年度繰越金を除し収入額と

すれば660,451,954円となり、更に性質別に分

類すれば以下となります。

事 務 性 質 費 ２77,２11,37４円

維 持 管 理 性 質 費 383,1２４,570円

会 計 通 過 金 116,010円

○総支出額（支出済額）
６３４,２５３,７００円

事 務 性 質 費 173,96４,708円
維持管理性質費 ４60,17２,98２円
会 計 通 過 金 116,010円
※�印旛沼土地改良区規約第42条に基づき翌年度の

収入に編入される金額の合計は、

５８７,１６９,７５４円

事 務 性 質 扱 3２,２56,9２４円

維 持 管 理 性 質 扱 55４,91２,830円

(施設改修引当金を含む)

○　以上、収支決算の状況から、収入した額（除く繰越金）で考察すれば事務性質扱いで収入した277,211,374円に対し、その支出は173,964,708
円で一方の維持管理性質扱いは、収入で383,124,570円、支出で460,172,982円となり不足が生じています。
　各々過不足にあっては、利水・排水管理及び利用調整など受益地共通の維持管理事業を「共通維持管理費」と称し、一般会計で執行することに
より調製され相互補完することで成り立っています。

（単位：円）

会　　　計　　　名 収　　入 支　　出 繰　越　額
1 一 般 会 計 337,900,030 305,6４3,106 305,6４3,106
2 維 持 管 理 支 区 特 別 会 計 883,5２3,４２４ 3２8,610,59４ 55４,91２,830

小 計 1,221,423,454 634,253,700 587,169,754
3 国営造成施設管理体制整備促進事業 ２8,150,000 ２8,150,000 0
4 団 体 営 土 地 改 良 事 業 7,700,000 7,700,000 0
5 維 持 管 理 適 正 化 事 業 1,57２,000 1,57２,000 0
6 維 持 管 理 費 負 担 軽 減 対 策 事 業 57,４85,650 13,3２8,500 ４４,157,150
7 県 管 理 他 機 場 操 作 関 係 等 75,535,359 ４7,516,611 ２8,018,7４8
8 維 持 管 理 強 化 事 業 185,105,379 3,81２,800 181,２9２,579
9 多 面 的 機 能 支 払 促 進 0 0 0
10 農 林 漁 業 資 金 等 借 入 償 還 金 6,２４7,580 6,２４7,580 0
11 環 境 保 全 対 策 調 査 事 業 ２8,96４,２78 0 ２8,96４,２78
12 災 害 関 連 事 業 16,698,036 0 16,698,036
13 そ の 他 諸 事 業 特 別 会 計 1２,98４,755 ４,008,800 8,975,955
14 消 費 税 納 税 引 当 金 7,69４,983 ４,18４,851 3,510,13２
15 地 区 除 外 ・ 開 発 行 為 50,381,199 ２４,913,４91 ２5,４67,708
16 備 荒 積 立 金 等 ４,709,1４４,808 87,771,375 ４,6２1,373,４33

小 計 5,187,664,027 229,206,008 4,958,458,019
17 基 本 財 産 195,886,95２ 368,317 195,518,635

合 計 6,604,974,433 863,828,025 5,741,146,408

（単位：円）

資　産　の　部 6,008,1２４,195 負　債　の　部 ４,7２４,508,２75
1.流動資産 5,7４9,２7２,188 1.長期負債 103,13４,8４２
（1）現 金 及 び 預 金 9２４,２5４,3４0 （1）農 林 漁 業 資 金 等 103,13４,8４２
（2）未 収 金 8,1２5,780 （2）管 内 金 融 機 関 等 0
（3）特 定 資 産 ４,6２1,373,４33 （3）国 営 事 業 負 担 金 0
（4）基 本 財 産 195,518,635
2.固定資産 ２58,85２,007 2.短期負債 ４,6２1,373,４33
（1）土 地 （ 事 務 所 用 地 ） 37,４00,000 （1）前 受 金 0
（2）建 物 ・ 設 備 177,8４8,5２４ （2）未 払 金 0
（3）機 械 ・ 器 具 16,3２7,0２5 （3）見 返 り 預 金 ４,6２1,373,４33
（4）備 品 ２7,２76,４58

受託事業収入受託事業収入
1.2%1.2%諸収入

1.9%

負担金
8.4%

補助金補助金
2.6%2.6%

使用料・使用料・
手数料手数料
　1.0%　1.0%

組合費組合費
　68.1%　68.1%

補助金 0.5％補助金 0.5％

諸収入 1.6%諸収入 1.6%
受託事業収入 受託事業収入 

0.1％0.1％

繰入金 12.7%繰入金 12.7%

繰入金繰入金
16.8%16.8%

組合費組合費
  84.8%  84.8%

使用料・使用料・
手数料手数料
　0.3%　0.3%

事務性質費
41.97%

277,211,374円

その他(会計通貨金)
0.02% その他（会計通過金)

0.02%

維持管理性質費
58.01%

383,124,570円

収 入 額
660,451,954円

 （除：繰越金） 

支 出 額
634,253,700円

 （除：予備費） 

事務性質費
27.43%

173,964,708円

維持管理性質費
72.55%

460,172,982円

諸支出金諸支出金
15.2%15.2%

交付金交付金
4.2%4.2%

修繕・修繕・
保全費保全費
　14.9%　14.9% 電気料電気料

　19.0%　19.0%

諸支出金諸支出金
　10.8%　10.8%

人件費人件費
4.1%4.1%

総代・役員費 10.0%総代・役員費 10.0%

分担金・分担金・
負担金負担金
　0.5％　0.5％

分担金・分担金・
負担金負担金
21.1%21.1%

職員費職員費
　40.6%　40.6%

 職員費 職員費
15.2%15.2%

事務費事務費
　38.1%　38.1%

諸費諸費
6.3%6.3%
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〇 新たな土地改良区会計基準に対応する為、令和４年度会計より事業会計、支区会計、積立金会計を一

般会計に統合しました。

また、単式簿記による会計処理が令和４年度から複式簿記に移行し財務諸表の作成、公表が義務化さ

れました。なお、財務諸表の公表は決算の議決、取りまとめを行い公表されます。

令和５年度    一般会計収支予算について

令和５年度　科目別予算状況

令和３年度　賦課金の納入状況

収入の部 支出の部 （単位 ： 円）

科　　　目 本年度予算額 科　　　目 本年度予算額

　土地改良事業収入 5２４,8２9,665 　土地改良事業費支出 558,716,9２２

　附帯事業収入 13,5２0,000 　附帯事業費支出 1,500,000

　基本財産運用収入 737,２00 　一般管理費支出 177,691,000

　特定資産運用収入 ２４,２60,000 　土地改良事業負担金支出 95,301,４11

　補助金等収入 ４２,830,000 　借入金返済支出 6,903,666

　交付金収入 0 　固定資産取得支出 13,050,000

　寄付金収入 0 　支払換地清算金支出 0

　業務受託料収入 ４8,597,1４0 　基本財産積立支出 0

　雑収入 ２,４7４,000 　特定資産積立支出 31,169,868

　借入金収入 3,150,000 　雑支出 ２0,500,000

　基本財産取崩収入 737,600 　その他繰出金 ２08,２２0,130

　特定資産取崩収入 119,771,065 　繰越金 ４,77４,135,２03

　固定資産売却収入 0 　予備費 691,15２,3２２

　徴収換地精算金収入 0

　その他繰入金 118,83４,913

　繰越金 5,678,598,939

計 6,578,340,522 計 6,578,340,522

 （単位 ： 円）

賦　課　金　の　種　別 調　定　額 納入済額 徴収率 徴収未済額

1 経 常 賦 課 金 ２35,981,930 ２35,13４,530 99.6４% 8４7,４00

2 維 持 管 理 費 ２61,763,２90 ２60,766,４10 99.61% 996,880

3 団 体 営 事 業 借 入 償 還 金 6,1２8,110 6,1２8,110 100.00% 0 
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事事 業業 概概 要要

成田市、佐倉市、八千代市、
印西市、酒々井町及び栄町

関係市町
（4市2町）

5,002ha（水田5,002ha）受益面積

44,040百万円事 業 費

平成22年度～令和6年度（予定）事業期間

揚水機場3ヶ所、用排水機場3ヶ所
用水路52.9㎞、排水路1.1㎞

主要工事
計画

印旛沼地区農業農村整備事業推進協議会からのお知らせ

平成22年度に着手し13年を経過した国営かんがい排水事業「印旛沼二期地区」
（国営流域水質保全機能増進事業）は埜原、一本松、吉高ブロックにおいて機場、
水路工事のほか旧施設の撤去工事が実施されました。

引き続き令和５年度は埜原、一本松ブロックを中心に工事が予定されています。
【令和５年度事業概要図参照】

関係組合員の皆様には工事中ご不便ご迷惑をお掛け致しますがご理解ご協力の
ほど宜しくお願いします。

ドローンで⾒る建設現場

新埜原機場～建屋完成～

国
営
印
旛
沼
二
期
地
区
で
は
、
印
旛
沼
の
水
質
保
全
に
つ
な

が
る
循
環
か
ん
が
い
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

水
田
へ
投
入
す
る
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
量
を
減
ら

し
た
り
、
浅
水
代
か
き
な
ど
に
よ
り
濁
水
の
流
出
を
抑
え
た
り

す
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

印
旛
沼
の
水
質
を
守
る
た
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

く
わ
し
く
は
印
旛
沼
二
期
地
区
地
域
用
水
対
策
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。

【水利使用】について
取水期間は4月11⽇〜8月31⽇

印旛沼地区では４月より用水供給が開
始されますが、国土交通省が許可する河
川「印旛沼」より取水する水利使用規則
には、取水期間と水量が定められていま
す。
本地区のかんがい（農業用水）を目的

とした取水口は印旛沼周辺に31箇所あり
各取水口の取水量の測定は毎⽇行い河川
管理者に報告しなければなりません。
また、超過取水や期間外取水などは水

利権の取り消しなど厳しい措置が講じら
れます。
電気料金も大変高騰しています。適正

な取水管理は節電にもつながります。維
持管理費軽減のため節水やポンプの運転
時間の短縮などにご協力をお願いします。

写真提供：印旛沼二期農業水利事業所

農
業
用
水
は
限
り
あ
る
資
源

「
印
旛
沼
」
に
や
さ
し
い
農
業

～
地
域
で
守
ろ
う
恵
み
の
水
～

「印旛沼二期地区」
地域用水対策協議会

国営印旛沼二期地区 計画変更 ～来春（R6年）同意徴集予定～

総事業費332億円でスタートした国営印旛沼二期地区は機場建設工事に係る軟
弱地盤対策や用水路工事の路線変更などにより事業費が増高したことに加え、地
域の新たな課題となっている特定外来生物「ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ」の対策など必要なメ
ニューを確実に実施するための予算確保のため計画変更を行うこととなり、本協
議会においても臨時総会を開催し関係機関の了承を頂いたところであります。
今後は関係する支区役員会で計画変更の説明を行い、秋頃には関係組合員（三

条資格者）の皆様へリーフレットを送付し来春に同意徴集を予定しています。
今回の計画変更に向け皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いします。
※なお、総事業費の増高による農家負担の増は予定しておりません。

令令和和５５年年

令和５年１０月頃

リーフレットの送付
（来春の同意徴集のお知らせ）

令令和和６６年年

令和６年１～３月

令和６年４～６月

同意徴集方法等
に係る説明会

同同 意意 徴徴 集集

令和６年１２月頃

変更計画の確定

北調低地排水路工事
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事業名
地　区　名

（関係支区名）
工期

全　　　　体 令和４年度事業 令和５年度事業（予定） 備　　考
（負担割合）事　業　量 事業費 事　業　量 事業費 事　業　量 事業費

国営かんがい
排 水 事 業

印旛沼二期地区

成田市、佐倉市
八千代市､ 印西市
酒々井町、栄町

H22

～

R6

(R9)

揚水機場 　Ｎ=3箇所

用排水機場 Ｎ=3箇所

用水路　　 Ｌ= 52.9km

排水路　　 Ｌ= 1.1km

受益面積 　Ａ=5,002ha

44,040,000 

埜原機場工事

埜原幹線・支線用水路工事

一本松機場工事

一本松師戸用水管工事

北調低地排水路工事

白山支線用水路管充填そ

の他工事

調査測量設計一式

2,692,000

埜原機場工事

埜原幹線・支線用水路工事

一本松機場工事

調査測量設計一式

2,172,000 

国66.6%、県25%、

地元8.4%

（地元負担の内訳）

用水： 関係市町6.0%、

農家2.4%

排水： 関係市町8.4%、

農家0%

県 営 農 業
競 争 力
強 化 基 盤
整 備 事 業

埜　原

（埜　原）

H27

～

R8

排水機場　Ｎ=1箇所

排水路工  Ｌ=2,425m
1,792,600 埜原機場工事 272,353 

埜原機場工事

調査測量設計一式
146,547 

国50％、県25％、

市25％

県 営 湛 水
防 除 事 業

印旛沼３期

（公　津）

H27

～

R6

導水路護岸工 Ｌ=2,780m 2,134,998 
導水路護岸工事

調査測量設計一式
81,149 

導水路護岸工事

調査測量設計一式
262,400 

国50％、県45％、

市町5％

県 営 基 幹
水 利 施 設
ストックマネ
ジメント事業

弥富川

（鹿島川上流）

H28

～

R6

排水路護岸工 Ｌ=1,450m 544,350 
排水路護岸工事

調査測量設計一式
100,396

排水路護岸工事

調査測量設計一式
88,150

国50％、県25％、

市25％

国営造成施設
管 理 体 制
整備促進事業
(管理体制整備型)

[令和３年度より
強化支援費は、
水利施設管理強
化事業へ移行 ]

印旛沼

【第１期】

H12～H16

【第２期】

H17～H21

【第３期】

H22～H29

【第４期】

H30～R4

【第５期】

R5～R9

【第１・２期】

電力料・整備補修費他一

式・安全管理

【第３期】

電気料・整備補修費他一

式・安全管理

【第４期】

電気料・整備補修費他一式

【第５期】

電気料・整備補修費他一式

【第１期】

180,430

【第２期】

186,300 

【第３期】

231,607

【第４期】

140,750

【第５期】

139,500

【第４期】

電力料、整備補修費他一式

計画書変更業務一式

推進活動業務一式

28,150
【第５期】

電力料、整備補修費他一式
27,900

【補助金】

農業外効果にかかる補

助金

　全体経費のの37.5％以内

国50％、市町50％

県営農地中間
管理事業関連
農地整備事業

酒直南部

（安　食）

R5

～

R12

区画整理　A=66.4ha

暗渠排水　A=62.0ha
1,245,000 調査測量設計一式 25,830

国62.5％、県30％、

市7.5％

１．国営・県営・団体営・非補助事業� （事務費除き　単位：千円）

用排水施設の安全対策について用排水施設の安全対策について

　４月から８月まで農業用水期となり、半年以上休止していた用水

機場が一斉に稼働し始めます。これまで水が流れていなかった用排

水路や堰などでは、水の量や勢いが増してきます。

　大雨時に農家の方々が見廻り作業する場合も注意いただきたいと

ころですが、特に子供が水に親しむ季節となり興味を引く場所とな

ります。

　改良区では基幹施設保全管理業務として、管内小中学校の児童生

徒に向け安全啓発用の物資を作製し配布しています。

　夏休みに入ると水路等での事故が毎年報道されます。

　付近で遊んでいたり、危険な場所で釣りなどしている子供たちを

見かけたら、注意を促してあげて下さい。

令和４年度　土地改良事業の概要

〇 平成27年度から「法に基づく制度」として実施された「多面的機能支払交付金制度」について、既に農地水保全管理交付

金制度から実施している地区も含め、改良区管内で多数の地区で実施されております。

〇 改良区では新規地区を対象に、交付金が交付されるまでの期間１地区当たり１５万円を目安に(総額１５０万円)無利子で

貸付け、活動組織が交付金受領後に償還いただくよう、予算計上されています。

多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 制 度 実 施 状 況


